
○○自主防災会防災計画書
１　目　的

　この計画は、○○自主防災会の防災活動に必要な事項を定め、地震その他の災害による人的、物的被害の発生及びその拡大を防止することを目的とする。

２　計画事項

　この計画に定める事項は、次のとおりとする。

（１）防災組織の編成及び任務分担に関すること。

（２）防災知識の普及に関すること。

（３）防災訓練の実施に関すること。

（４）情報の収集、伝達に関すること。

（５）出火防止、初期消火に関すること。

（６）救出救護に関すること。

（７）避難誘導に関すること。

（８）災害時要配慮者に関すること。

（９）給食給水に関すること。

（10）災害ボランティアに関すること。

３　防災組織の編成及び任務分担

　災害発生時の応急活動を迅速かつ効果的に行うため、次のとおり防災組織を編成する。

　　　　　　　　　　　　消火班

　　　　　　　　　　　　救出・救助班

　　　　　　　　　　　　情報班

　　　　　　　　　　　　避難誘導班

　　　　　　　　　　　　生活班

自主防災会長　　　　　　救護班　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　避難行動要支援者班

　　　　　　　　　　　　安全点検班

　　　　　　　　　　　　環境衛生班

　　　　　　　　　　　　補修班

　　　　　　　　　　　　ボランティア班

　　　　　　　　　　　　防災委員・地域防災指導員等
４　防災知識の普及

　地域住民の防災意識を高揚するため、次により防災知識の普及を行う。

（１）普及事項

ア　防災組織及び防災計画に関すること。

イ　地震火災、水害等についての知識に関すること。

ウ　地区周辺の環境に応ずる防災知識に関すること。

　　エ　各家庭における防災上の留意事項に関すること。

　　オ　プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ―０」に関すること。

　　カ　その他防災に関すること。

（２）普及の方法

　広報紙、冊子、パンフレット、ポスター等の配布

５　防災訓練

　大地震等の災害の発生に備えて、情報の収集伝達、消火、避難等が迅速かつ的確に行いうるようにするため、次により防災訓練を実施する。

（１）訓練の種類

　　ア　情報の収集伝達訓練

地域内の災害状況等の情報を正確かつ迅速に集収し、防災関係機関の指示または被害状況等を迅速かつ的確に地域住民に伝達するために行う。

　　イ　消火訓練

消火器、水バケツ等の消火用機械器具の使用方法及び消火技術を習得するために行う。

　　ウ　避難訓練

避難の要領を習熟し定められた避難地まで迅速かつ安全に避難するために行う。

　　エ　救出救護訓練

家屋の倒壊及び落下物等により負傷した者に対する救出活動及び応急手当の方法等の知識、技術を習得するために行う。

　　オ　災害図上訓練
自分たちが生活している地域で災害が発生した場合を想定して参加者全員でその対応策をイメージトレーニングする。
（２）訓練実施計画

　　訓練の実施に際しては、次の項目について定めた訓練実施計画を作成する。

　　ア　訓練種目

　　イ　訓練日時

　　ウ　訓練場所

　　エ　訓練指導者

　　オ　訓練参加者

　　カ　訓練目的

　　キ　訓練想定

　　ク　訓練内容

（３）訓練の期間及び回数

　　訓練は、藤枝市総合防災訓練実施日及び地域防災の日（１２月第１日曜日）並びに春季、秋季の火災予防運動期間中に実施し、年○回以上実施する。

６　情報の収集、伝達

　被害状況等を正確かつ迅速に把握し、適切な応急措置をとるため、情報の収集、伝達を次により行う。

（１）情報の収集、伝達

　　ア　情報班員は、地域内の災害情報、防災関係機関、報道機関等の提供する情報を収集するとともに、必要と認める情報を○○地区交流センターに伝達する。

　　イ　情報の収集伝達は、電話、テレビ、ラジオ、携帯無線機、伝令等による。

７　出火防止及び初期消火

（１）出火防止

　　　大地震等においては、火災の発生が被害を大きくする主な原因であるので、出火防止の徹底を図るため、毎月第１日曜日を「点検の日」とし、各家庭においては、主として次の事項に重点をおいて点検整備する。

　　ア　火気使用設備器具の整備及びその周辺の整備整頓状況

　　イ　可燃性危険物品等の保管状況

　　ウ　消火器等消火資機材の整備状況

　　エ　その他建物等の危険箇所の状況

（２）初期消火

　　　地域内に火災が発生した場合、迅速に消火活動を行い、初期に消火することが出来るようにする。

　　ア　消火器、水バケツ等の各家庭への配備

８　救出救護

（１）救出救護活動

　　　建物の倒壊、落下物等により救出、救護を要する者が生じたときは、ただちに救出救護活動を行う。この場合、現場付近の者は救出救護活動に積極的に協力する。

（２）医療機関への連絡

　　　救出救護班員は、負傷者が医師の手当てを必要とする場合は、市が設置する救護所に搬送する。

（３）防災関係機関の出動要請

　　　救出救護班員は、防災関係機関による救出が必要な場合は、○○地区交流センターに出動を要請する。

９　避難誘導

　　火災の延焼拡大等により、地域住民の人命に危険が生じ、又は生じる恐れがあるときは、次により避難を行う。
（１）避難誘導の指示

　　　市から避難情報が発令された時は、自主防災会長は避難誘導班に対し避難誘導の指示を行う。

（２）避難誘導
　　　避難誘導班員は、自主防災会長の避難誘導の指示に基づき、住民を避難地に誘導する。

１０　災害時要配慮者への支援

　　災害時要配慮者への支援活動は、次により行う。

（１）平常時から、民生・児童委員と連携し災害時要配慮者の把握に努めるとともに、避難行動要支援者台帳の整備に努める。ただし、整備にあたり本人の承諾をもらい、台帳の保管には十分留意する。

（２）避難活動時には、避難行動要支援者台帳に記載されている地域支援者を中心に行う。

１１　給食、給水

　　避難地等における給食および給水は、次により行う。

（１）給食の実施

　　　物資班員は、市から配分された食料、地域内の家庭または米穀類販売業者等から提供を受けた食料等の配分、炊き出し等により給食活動を行う。

（２）給水

　　　物資班員は、市から提供された飲料水、水道、井戸等により確保した飲料水により給水活動を行う。

１２　ボランティアの受け入れ・管理

　　ボランティアの活動は、次により行う。

（１）ボランティアの受付簿を作成し、受付、活動内容や期間等の情報を整理する。

（２）ボランティアに協力を仰いで避難所内で活動を行う。
令和５年度

○○自主防災会年間計画（例）

	月
	日（曜）
	項　　　　目

	４
	　５（日）
	資材点検・台帳見直しのため用紙配布・防災計画見直し

	５
	　７（日）
	資材点検・家具の固定アンケート実施

	６
	４（日）
	資材点検・台帳作成・防災計画作成

	
	１０（土）
	地域防災連絡会

	７
	　２（日）
	資材点検・災害図上訓練（DIG）の実施

	８
	　６（日）
	資材点検・総合防災訓練の打ち合わせ

	９
	２（土）
	総合防災訓練

	１０
	　１（日）
	資材点検・初期消火訓練・救急講習会の開催

	１１
	　５（日）
	資材点検・地域防災訓練の打ち合わせ

	１２
	　３（日）
	地域防災訓練

	１
	１４（日）
	資材点検・災害時要配慮者対策検討会

	２
	４（日）
	資材点検・防災講演会

	３
	３（日）
	資材点検・個別訓練


　

	
	
	
	
	
	
	班　　　名
班　　　長
	平常時の役割
	災害発生時の役割

	
	
	
	副会長
	
	　
	消火班
	消火器の使い方
消火訓練
火災予防
	出火防止対策

	
	
	
	
	
	　
	班長
	
	初期消火の活動

	
	
	
	
	
	　
	　
	
	火災の警戒

	
	
	
	
	
	　
	救出・救助班
	救出用資機材の調達と整備
救助技術の習得
救出・救助訓練の実施
	救出・救助活動

	
	
	　
	
	　
	　
	班長
	
	防災機関への協力

	
	
	　
	
	
	　
	　
	
	　

	
	
	　
	
	
	　
	情報班
	災害の基礎知識普及
巡回広報
情報収集伝達訓練の実施
	情報の収集伝達

	
	
	　
	
	
	　
	班長
	
	デマ防止

	
	
	　
	
	
	　
	　
	
	防災機関へ被害等の報告

	
	
	　
	
	
	　
	避難誘導班
	集合所・避難路等の安全点検
避難訓練の実施
　

	避難の呼びかけ

	
	
	　
	
	
	　
	班長
	
	避難人員の点呼

	会長
	
	　
	
	
	　
	
	
	安全な避難誘導


	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	　
	副会長
	
	　
	生活班
	非常持出品準備の啓発
炊き出し用具の確保と訓練
避難生活計画の作成
	炊き出し・物資配分の協力

	
	
	　
	
	
	　
	班長
	
	避難所生活の調整

	
	　
	　
	
	
	　
	
	
	生活相談や心のケア

	　
	　
	　
	
	
	　
	衛生救護班
	応急手当や衛生知識の普及
仮設トイレの対策検討
　
	応急救護の実施

	
	
	　
	
	　
	　
	班長
	
	重傷者の搬送

	
	　
	　
	
	
	　
	
	
	防疫の協力、し尿などの報告　

	
	
	　
	
	
	　
	避難行動要支援者班
	避難行動要支援者の把握
避難行動要支援者台帳の整備
対応の検討
	避難行動要支援者の避難誘導の実施

	
	
	　
	
	
	　
	班長
	
	避難行動要支援者の避難生活の支援

	
	
	　
	
	
	　
	
	
	　

	
	
	　
	
	
	　
	安全点検班
	地域の巡回点検
危険物の調査
　
	被災後の巡回

	
	
	　
	
	
	　
	班長
	
	危険箇所の広報

	
	
	　
	副会長
	
	　
	
	
	　

	
	
	　
	
	　
	　
	清掃班
	ごみ処理対策
がれき等廃棄物処理の検討
　
	ごみの処理

	
	
	　
	
	　
	　
	班長
	
	避難路の障害物の除去

	
	
	　
	
	　
	　
	
	
	

	
	
	　
	
	　
	　
	補修班
	家屋等の補修に必要な資機材と
人員の確保
　
　
	屋根の応急修理等

	
	
	　
	
	
	　
	班長
	
	　

	
	
	　
	
	
	　
	
	
	　

	
	
	　
	
	
	　
	ボランティア班
	市社会福祉協議会との連携
ボランティアの要請・受入訓練の実施
　
	ボランティアの受付・受付簿作成

	
	
	　
	
	
	　
	班長
	
	避難所運営会議等で協力依頼内容を検討

	
	
	　
	
	
	
	
	
	

	
	
	　
	
	
	
	防災委員等
	住民に対する啓発活動や
防災活動に専門的に携わる

　
	各班の活動を統括

	
	
	　
	
	　
	　
	地域防災指導員
	
	副会長とともに会長を補佐　
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